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尾花沢市社会福祉協議会

尾花沢市ボランティア連絡協議会

東光 館 内 容22-1092
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地域や社会をよりよくするために、自分のできることを自らすすんで行う活動です。ボランティアを

通して、さまざまな体験をしたり、いろいろな価値観や個性を持つた人と出会うことで、地域や社会、

自分自身について新たな発見があり、自分自身を成長させてくれるとともに人生を豊かにしてくれる力

を持つています。
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支
え
合
い
の
活
動
を
目
指
し
て

尾
花
沢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会

長

加

藤

朋

子

５
月
か
ら
元
号
も
変
わ
り
、
間
も
な
く
平
成
の
時
代
も
終
わ
り
ま
す
。

平
成
の
日
本
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
平
成
２３
年
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
。

昨
年
６
月
に
、
被
災
地
宮
城
県
名
取
市
閑
上
に
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

震
災
か
ら
８
年
が
過
ぎ
た
今
で
も
復
興
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
災
害
の
傷
跡
が
生
々
し
く

残
っ
て
お
り
、
災
害
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
３０
年
は
大
阪
府
北
部
地
震
、
北
海
道
東
部
地
震
、
７
月
の
豪
雨
災
害
も
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

本
県
に
お
い
て
も
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
戸
沢
村
が
甚
大
な
被
害
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
も
地
域
に
よ
り
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
避
難
し
た
住
民
も
多
く
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
、
ど
こ
で
で
も
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
災
害
時
に
は
、
必
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
影
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
被
災
者
に
寄
り
添

い
被
災
者
が
安
心
で
き
る
た
め
に
、
顔
の
見
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
関
係
づ
く
り
で
す
。

本
市
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
を
始
め
、
福
祉
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
（福
祉
隣
組
）
の
組

織
が
あ
り
、
住
民
同
士
の
助
け
あ
い
、
共
助
の
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
顔
の
見
え
る
支
え
合
い
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

市
内
外
か
ら
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
中
に
、
地
元
の
人
の
顔
が
あ
れ
ば
お
年
寄

り
の
方
も
安
心
し
て
除
雪
を
お
願
い
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
、
日
々
は
自
分
た
ち
の
組
織
の
中
で
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
が
、
年
に
２
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
や
り
―
ダ
ー
研
修
会
等
で
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
を
構
築
し
な
が
ら
、
支
え
合
い
の
活
動
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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一一Ｉ〓 鰺了鰈鬱紗顆卜饂鮨痣
市ボランティア連絡協議会では、会員対象としたボランティアスクールを 2回開催しました。
1回目は、宮城県名取市閑上地区の視察を行いました。震災から 7年、「閑上震災を伝える会」

?習舘ど薬1雛1募1皐題意1曇1基1鷹1轟鼻
出鍵騨靡酔勒禦しました
「
■■■■■■■■■■|

市ボラ連では一緒に活動してくれる団体・個人を募集しております。(社会福祉協議会 容22‐ 1092)
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尾花沢市更生保護女性会

私達更生保護女性会は、女性の立場から犯罪や非行のない明るい地域会づくりを支援するボランティ

ア団体で、会員は111名です。

主な活動は各小学校での読み聞かせ、母親の研修会時の託児ボランティア、長寿園では毎月 4人での

喫茶ボランティア。又、JAみちのく村山尾花沢営農センターのこ協力により、特産の西瓜をバスに積
んで山形の更生保護施設『羽陽和光会』母子生活支援施設、児童養護施設への西瓜訪間は大変喜ばれ、

『羽陽不□光会』 |ま 25年目を迎えます。

月 1回の花笠地域安全活動では、他の団体と連携をして防犯や交通安全について呼びかけ、その他依

頼のあつたボランティア活動に参加しております。

会員研修として裁判所、刑務所視察、他の更女団体との交流で会員の研鑽を深めております。年 3回

発行の『更女だより』により私たちの活動も知られるようになり嬉しく思います。

この度、平成30年度ボランティア功労者に対する『厚生労働大臣表彰』を受賞致しました。長年の会

員一人一人の活動が評価され嬉しく思います。これからも明るい地域づくりを支援するボランティア団

体として会員が更生保護の熱意を持ち、地域の方々と共に活動して参ります。

(会長 鈴木干鶴子)
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ボランティア活動中の事故によリケガをされた場合や、事故により他人に

ケガをさせたり、他人の物を壊してしまつた場合に備えて、ボランテイア保

険があります。様々な活動スタイルに合わせたプランもこざいますので、詳

しくは社会福祉協議会 (■L22-1092)までお問合せください。

この他、ボランティア行事用保険もこざいます。
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●基本タイプ

A:350円  B:510円
●天災タイプ (基本タイプ十地震 。噴大・津波)

A:500円  B:710円

ポランティアロ休を

紹介します !

安心して

活動する

ために…



ボランティアだより

平成30年 7月 12日 にサマーヤングボランティアスクールを開催しました。市内の小中高生13名が
参加され、福祉体験などをしました。
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はじまりの会。アイスブレイク
で緊張をときほぐして… お昼はボラ連の役員特製カレー !

美味しかつたです !!

ゲストテイーチヤー鈴木俊仁氏の話の後、

さつそく車イスで街に出掛けよう !

高齢者疑似体験をして、思いやりや

助け合うことの大切さを感じました
ツル八さん、今年もお世話に ,

なりました
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